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く
失
わ
れ
て
し
き
っ
。
乙
露
映
で
一

温
圃

い
会
で
図
は

。
正

語

、
は
じ
め
の
乙
ろ
は
向
う
で
も

…
浮
世
絵
版
直
話
す
る

五

一

メ

ジ

刃

語

圏

が

遜

く

、
あ
ち
ゆ
る
も
…
主
e

た
と
え
ば
基
の
障
子
、
ス
一
祭
器
震
の
撃
に
な
れ
た
も
の
が

元
代
は
な
が
ど
雲
衰
退
の
待
望
一

也

圃

て

画
待
版
で
た
一
色
重
量
産
困
っ
て
お
皇
し
一
ア
メ
リ
カ
人
の
関
心
は
?

一

ア
メ
リ
カ
の
創
作
版
画
の

一
の
を
震
し
ょ

2
努
力
し
て
き
た
u

一

ダ
レ
な
ど
が
、
そ
の
ア
イ
ヂ
ア
の
み
一
多
い
せ
い
か
、
細
か
な
層
誌
な
調
査

さ
れ
て

5、
さ
い
き
ん
朗
初
の

一

迦

言

明

断

設

正

し
か
し
棄
で
知
名
い
に
な
っ

…
富

喜

し

て

い

を

2
一
君
、
そ
の
レ
ペ
ル

7
E年
著

書

聞

の

黒

字

一

z
t、
室
内
蓄
量
れ
て
に
な
れ
て
い

R
Eで
ち
ょ
っ
自

染
付
の
研
究
が
予
堂
、

そ
れ
一

嵐

答

高

氏

省

各

空

一た

究

者

奪

っ

た

寝

室

は

、

患

に

関

す

る

害

事

善

一

語

と

エ

ミ

グ

の

創

作

(ヨ
1
言
。
吸
収
す
る
乙
と
が
盛
ん
な
た
一
い

S
;ど

を
ベ
言
の
一
左
手
と
、
庖
位
を
考
委
住
居
枕

ら
の
侵
害
つ
お

3
5一随
一

語

翻

肱

2
2の

作
品
の
フ
ァ
ン
菱
に
大
…
せ
ん
で
し
た
。
養

護

z
f
yパ
の
審
を
学
ん
で
つ
く
ら
れ
玉
、
製
作
束
手
彦
事
会
部
…
が
雪
ま
え
日
本
の
置
も
互
の
盛
ほ
か
D
出
し
て
し
ま
い
ま
す
よ

も
の
と
認
め
ら
れ
る
に
及
ん
で
二
万
一

酒

間

関
斎
カ
月
し
間

一ぜ
い
注
し
ち

一ム
吸
収
す
る
も
の
芸
る
か
ぎ
均

一る
)
は
、
富
の
李
の
寿
彦
教
一
興
っ
て
い
て
も
、
管
手
に
値
し
な

一

ア
メ
リ
忍
落
率
収
し
、
実

一
ャ
ガ
ル
ト
村
の
人
た
ち
は
嘉
一窪
を

代

議

史

毒

警

警

も

っ

一

盛

一

ず

お

里

一
議
主
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
二
一
一
ほ
っ
苦
し
き
と
は
わ
か
皇
せ
ん
一
塁
と
し
イ
非
常
に
鳩
ん
で
あ
b
、
…ぃ
。
い
王
将
来
ア
メ
員
喜
…
な
創
作
置
の
震
に
入
ら
程
っ
一
警
ら
子
へ
伝
え
な
が
ら
、
調
査
を
し

興
味
深
い
需
で
あ
る
乙
と
が
宮
町
闘

の

き
φ

ア
約
に
次
…

ュ
ー
す
ジ
ズ
、

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル

一が
、
至
っ
て
無
関
心
の
よ
う
で
す
。
主
オ
長

・
ペ
イ
ン
ト
家

主

用

い

て

芝

山

主

量

産

!

と。

一
そ
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

一
て
お
る
D
であ
D
ま
す
が
、
志
村
の

お

供

狭

山

[

、

ロ

ン

一

翻

と

禁

包

括

号

、?
ノ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ、
シ
ア
ト
ル
、
石

、
あ
る
一
部
の
号
、
患
の
コ一

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
塁

の

き

に

王

宮

官

接

守

主

(カ
ッ
ト
・

喜

)

一人
た
ち
の
問
に
は
何
ら
嵩
的
な
る

転

換

期

の

一万

代

余

付

一

一

藩

氏

自
通
昨
月
好
に

一デ
ン
バ
ー、

シ
ヨ
、
ボ
ス
ト
ン
な
ど
…
L
ク
シ
ョ
ン
と
し
議
館
の
き
に

一審

Z
Z示

。
李
喜
一

2
3
4
ふ

μ「卜

「

ー
ー

・

一
が
な
く
、
季
語
人
突
に
と
き

-

ま

一ド
ン
の
デ
ヴ
イ
存
患
の
守
一

号

ELY聖

書

需

の

先

生

、
妻

一あ
つ
め
て
い
る
会
い
ま
し
ち

一ぃ
、

2
5
2
1そ

の

宮

崎

津

川

1
1

一
て
い
る
と
主
主
ろ
か
さ
れ
る
と
と

中

国

の

陶

磁

(

四

)

一一年

(
三

五

一

広

告

し

間

園

長

Z
T…
っ
た
宮
家
、
言
の
人
た
ち
に
版
一

号
創
作
富
に
つ
い

一
っ
て
み
号
し
て
い
る
が
、
そ
富
力
量
し
、
毎
日
の

l
酌
折
れ
引
j
」

」

ニ
一
が
ら
で
、
学
聞
の
こ
と
は
ま
だ
奨
っ
た

長

引

部

楽

繭

一

韓

民

長

時

時

笠

宮

学

ZM…国
の
実
演
を
行
い
き
た
。
主
サ
ン
…

て
ア
メ
リ
カ
人
は
ど
つ
い
一

重
い
ら
れ
な
い
き
に

j
…

仕

事

基

礎

か

ら

撞

醗

騨

響

f
L
-患

の
人
A
の
害
警
え
て
い
る
よ

一

ミ

一

悶

川
凶

緩
と

、
、
会
そ

一フ
ラ
ケ
シ
ス
コ
、
シ
ア
ト
ル
、
ニュ
l

一
う
摩
川
興
味
を
感
じ
て
い

一
ま
し
た
。
私
が
ベ
ニ
ヤ
板
で
簡
単
に
合
一た
ん
ね
ん
に
行
っ
五
組
組
組
閣
踊
踊
麟
醐
繍
』

rh
=

一
う
で
す
。

彦

君
輝
t一
く

氏
。
し

2
2
5一品

日

草

臥

れ

る
お

一

欝

樹

氏

誤

禁

…

ヨ

l
j
i
i。…

ま
す
す

す

し

を

言

、
議

…て
い
る
状
態
こ

E
E鵬炉
三

一
日
本
で
ナ
と
こ
ん
な
に
方
議

語
m
ぃ
?
と
五
一
く
べ
き
需
に
途
ず
る
ら
し
く
、
海

一く

の

言

践

の

暴

露

警

一

軍

弘

F
と
日
…
自
分
で
い
う
の
も
お
か
し
い
で
す

一
警

の

芸

官

、

息

苦

一呉

春

、
霊
語
っ
て
み
ま
と
子
。

匝

臨

闘

額

詐

員

界

=

一

招
レ
て
お
れ

Z申
に
は
考
古
学

関

脇

北

雲

、
十
二
世

一
定
遺
留
す
る
製
品
も
は
な
は
三
れ
、
そ

の

望

選

堅

実

そ

の

元

同

魁

協

務

訣

…

が

、
雪
作
ロ
聞
に
対
す
る
評
判
算
…
ア
メ
P
カ
人
に
よ
っ
て
宮
れ
て
い
る

一
と
言
語
い
て
い
ま
し
た
。
…
星
の
エ
キ
ゾ

彊

圏

罵

機

離

出

関

一

一
に
閉
山
を
も
っ
人
た
ち
が
出
て
く
る

樹

働

組
初
頭
女
震
の

一

い
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
霊
ず
る
一
結
果
ト
ル
コ
の
警
護
霊
び
イ
ラ
司
讃

働

麟

観

空

一
一
定
よ
く
、
一
口
で
い
え
ば

「シ
ン
一
害
事
い
の
で
す
。
裂
の
、
三
塁
襲
警
エ
ッ
チ
ン
グ
…
チ
ッ
ク
菜
版

画

開

4
Hμ民
一

題
一
一
の
で
す
が
、
乙
の
園
芸
イ
ン
ド
の

既

偉
人
に
よ
っ

E
一
数
多
い
遺
品
の
な
か
に
は
一一霊

場

一ン
悲
の
ア
ル
ヂ
ピ
ル
言
、
十
四
一

思

錨

纏

明

言

…

プ

ル

去

の

で

雪

、

ZE--長
岡
奪
っ
て
い
る
人
程
品
…

T
2
2
2
3一

の
号
、
ぃ

一

戸

航

跡

れ

虻

供

一

7ス
ト
に
近
い
も
の
が
あ
る
の
で
し

溺

捌

か
ら
そ
の
警
宇
一
の
毘
沙
門
堂
の
置
の
耳
の
つ
い
た

一語

ご

ろ

の

詰

票

率

雲
市
じ

一

4号

…

3
2
3喜
っ
て
い
一
志
、
露
長
言
〈
長
れ
て

一定

、
ブ

2
2
2案

…

Z近
い
将
来

臨

断

馴

翻

翻

調

理

J

=

一
ょ
主
、
学
患
者
で
想
イ
ラ

隔
mm
ゐ
。
金
の
治
下
に
あ
一
歪
の
ご
と
き
轡
聞
が
あ
D
、
国
宝

一て
い
る
と
介
一
語
ら
れ
、
わ
が
閣
に
も

一
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
ん
な
…

る
。
乙
う
い
最
震
、
今
ま
で
わ
…ゆ
き
ま
す
。
ア
メ

P
Z
Eの
人
一版
の

落

語

b
た
が
っ
て
い
る
ζ
と
一
躍
さ
れ
、
一

圏

臨

臨

輔

醐

富

村

字

F
L
一
ク
人
に
ま
か
せ
、
警
は
全
く
の
人

罰
則
賜

っ
て
そ
れ
ら
が
ど
の
一
と
な
っ
て
い
る
。

一十
数
点
の
元
代
染
付
が
存
在
す
る
の
が
十
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
か
?

…
れ
わ
れ
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
一
が
、
E
4の
版
固
に
注
戸
レ
、
ど
ん
な
一
は
事
寧
で
す
。

一

つ
の
完
成
ロ
聞
が

圃
圃
圃
圃
圃
圃
圏
圃
醐
翻
罰
仏
h
羽
乾

γ
=
一
夫
に
と
P
這
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

時

脇

主
人
活
動
し
愛
一

江

西

草

案

の

室

雲

需

一認
め
ら
れ
た
よ
れ
ら

2
3濃

一
塁
震
と
し
て
国
務
省
か
ら
招
一
警
の
声
を
発
し
て
い
た
ほ
ど
で

一点
高
題
に
し
て
い
る
在
滞
在
留
一
あ
る
ア
メ
刀
カ
寝
室
、
私
に
と一

出
主
る
の
で

i
u
i
=

一
そ
ん
な
乙
と
が
こ
の
国
の
震
を
さ

鍛

脇

貌
し
た
か
に
つ
い
て
一以
巨
額
を
有
す
る
震
で
あ
る
が

一号
暴
で
主
に
査
な
霊
で
文

一言
受
け
た
の
は
一
一
一
人
で
、
奈
飯
初
…
す
。

一

選
か
つ
だ
の
で
を
わ
か
ら
な
か
っ
ア
ん
な
こ
き
い
って
ま
し
た
。
|

ア

一
は
な
い
吉
よ

豆

一

一

ま
た
げ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・

糧

援

は
、
ま
っ
た
く
不
問
一
宋
代
に
は
警
(
い
ん
ち
ん
)
と
よ
ば
哀
を
揃
い
で
あ
っ
て
、
聞
の
そ
れ
よ
D
一

Z
E
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-
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室
富
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E
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一

ド
イ
ツ
人
が
彼
ら
を
教
育
し
た
よ

zmで
あ
る
。
霊
祭
一
れ
る
震
の
あ
る
白
磁
を
焼
い
た
。
北
一
も
ど
と
か
力
が
あ
る
。
そ
の
産
地
は
一
し
か
も
一左
忍
擁
護
で
は
、
定

一で
、
そ
う
し
た
母
雪
上
に
君
護
一
れ
て
お
D
、
更
に
西
方
主
雲
市
有
罪
文
化
の
起
源
を
求
め
よ

2
Y
付
近
の
部
溶
か
ら
号
室
警
の
人

一し
、
乙
の
村
人
た
ち
を
教
育
し
語
万
一
足
、
わ
れ
む
き
最
初
案
鋸

一
割
引
防

空
う
つ
つ
て
の
ち
一
窓
署
長
驚
〈
ほ
ど
撃
の
も
の
一
言
宗
霊
祭
で
、
こ
の
程
一空
審
患
の
後
を
う
け
て
白
議
室
一
の
発
事
関
す
る
わ
け
で
き
。
一
と
見
ら
れ
る
華
紬
(量
制
、
ト
ル

一る
か
れ
わ
れ
調
書
が
議
し
て
い
る
妄
と
、
モ
l
ス
ル
西
南
の
シ
ャ
ガ
ル
土

誉
教
え
ζ

ん
芝
ミ
そ
れ
か
ら
一
が
、
彼
ら
に
ど
ん
な
影
響
を
あ
た
え

二

頭

務

語
表
(
一
一
一
一
一
が
雪
、
そ
の
議
な
き
さ
は
倍
以
降
政
府
の
保
護
下
に
襲
を
圧
し
て

一し
た
と
と
揺
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
一

一夜
の
陶
磁
と
し
て
は
こ
れ
ら
の

一

コ
ぎ
の
使
用
な
ど
あ
っ
て
義
一モ
l
ス
菌
室
主
の
テ
ル
・
ル
・一
事
ら
来
て
い
る
発
軍
門
の
人
夫
と

一村
人
た
ち
は
乙
れ
を
裏
と
し
、
ほ
と

一
る
だ
ろ
う
か
。
イ
ラ
ン
で
も
経
験
し

し

七
l
三
七
九
)
に
知
ら
れ
る
名
護
一類
ま
な
い
。
裏
代
そ
の
祭
事
一
ひ
と
D
繁
栄
を
つ
づ

gの
で
あ
る
。
一
る
層
雪
量
が
そ
の
代
寄
第
一
ほ
か
、
飽

暴

害

警

薦

委

一
刻
の
蓬
な
需
を
示
し
て
い
る
。
一
芝
ブ
?ト
も
ま
た
決
し
て
を
は
無
言

D
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
分
担
が
は一
ん
ど
の
イ
ラ
ク
圏
内
の
謝
意
彼
ら
の

一
き
と
で
あ
D
ま
す
が
、
欧
米
人
と

健
一
い
ず
れ
も
警
に
あ
る
。
一
や
還
と
な
っ
た
と
い
わ

s
i

l
-
-i
i
ji
iミ
1

1ー
の

整

容

量

、
ま
た
憲

一
そ
の
会
費
量
震
後
の
研
究
に
衰
の
砂
漠
の
中
に
あ
る
の
で
な
く
、一

っ
き
D
し
て
い
て
、
他
の
仕
事
に
は
め

一手
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

一
翼っ
て
む
れ
わ
れ
が
彼
ら
と
一号

物
一

と

開

設

問

抑

制

将

官

一

誇

軒

以

鵠

持

二
一
、

~fi、

良

日

時

計

四

月

開

絵

の

類

l
i
i
iパ
1
1
3け
い

一間

一

門

誌

一

時

間

一持

日

開

設

絞

り

一討

議

詰

諸

笠

軒

い

持

伝

説

専
一

通

量

産

進

ぜ

あ

ち

と

こ
れ
ら
の
ほ
か
襲
代
に
量
省
一

・一
ど

い

ノ

〆

書

留

会

事
と
な
る
。

イ

ラ

ン

・

イ

ラ

ク

通

信

雪

一

便

一

に
、
堅
実
な
い
小
麦

5
4
7ル

の
震
の
あ
る
宅
、

往
年
ド
一

2
2れ

が
も
っ
と
も
習
し
て

一
線
し
み
の
憎
を
あ
た
え
て
い
る
点
で

1
一む
ゆ
る
裏
官
同
然
で
あ
る
。
霊
の
調
一
室
懇
話
省
の
吉
建
議
否

一一一一
へ
弘

多

i
J
襲

r
E
ζ
マ
謀
議
長
、
俳
優

一ん
芽
を
会
成
長
し
て

Z肥
沃
な
山

一ィ
ツ
考
古
学
調
査
買
が
こ
こ
を
喜

一
ハ
る
こ
と
金
、
き
ド
ハ
ず

E
喜

一
回
F
Dょ
う
を

r。

立
一
査
に
よ
る
を
の
譲
二
筒

Z
一
用
い
る
天
目
茶
腕
が
さ
党
長
か
れ

二

JP器
、

重

要

弥

室

、

襲

安

増

田

精

一

一

?

?

?

、
付
近
に
は

一

』

;
;
;
}
l
i
-
-十
i
i
J
4

:一

D
、
震
は
ま
っ
た
く
興
っ
て
い
る
と
一
た
。
聖
で
は
納
-巨
大
小
の
結
局
が
二
一

c
l
去
さ
の
多
く
援
の
世
話
に
な
っ
た
。
産
主
ア
沙
警
例
に
よ
っ
て
ジ
-
の
町
に
つ
き
、
澄
み
き
っ
た
空
、
奈

一大
小
さ
ま
ざ
ま
の
テ
ル
(丘
の
上
に
あ

面
園
田
園
闇
圃
圏
置
躍
置
園
田

一
自
民
、
白
菊
、
頭
大
な
ど
と
よ
ば
れ
、一

懇

話

等

京

都

主

一一京区鷹

国
一
い
う。

警

告

祭

主

ば

れ

る

一号
、
玉
虫
色
の
築
基
つ
里

一
れ

だ

き

、

震

は

菱

重

が

、
を
の
反
商
事
の
き
び

l
プ
で
議
、
い
ま
イ
エ
ル
サ
レ
ム
の

一害
容
だ
の
で
あ
っ
て
、
一
層
一
る
古
代
露
五
春
、
古
代
文
佑

雇

凶

副

関

判

例

副

一

ま
た
伊
一量
、
お
土
屋
、
大
内
人
形
な

一陣
話
町
(
市
バ
ス
量
販
よ
金

言
黙
の
代
表
的
な
作
例
は
、
や
や
喜
一

(ょ
う
へ
ん
〉天
白
と
よ
ぶ
も
の
が
名
高

二
-
に
一
室
、
そ
の
霊
議
官
、
し
さ
が
あ
b
、
二
十
二
年
博
物
館
域
内
の
す
エ
ン
卜
風
な
ホ
テ
ル
福

一そ
の
雪
探
く
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
吉

一震
の
聖
会
わ
し
い
震
を
呈
し

面
圃
園
園
園
園
田
昌
也
闘
睡
一

ど
と
も
種

8
名
称
で
多
〈
の
人
定

一葬
に
乗
車
源
義
前
下
車
了
)

言
ぎ
た
粉
青
色
容
の
か
か
っ
喜
一
い
。
と
れ
は
察
官
襲
伝
来
し
て

二

選
簿
事
告
の
細
A
し
た
点
に
議
以
来
、
そ
の
孝
一
に
は
っ
て
お
り
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ス
ラ

一い
文
化
の
聞
け
た
ζ
と
。
、
ζ
の
自
然

一て
苦
手
。

一

I

l

l

i

-

-

一
盛
さ
れ
鶏
じ
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
豊

一警

、
育
警
の
製
作
疹
法
の
頂
点
を
一
い
る
ほ
か
世
詰
ま
っ
た
〈
類
口
聞
の
な
一

一一

宅
親
言
語
ぬ
世
話
を
し
脅
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
エ
ル
の
遣
い
対
語
審
議
す
る

一を
算
視
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

一

テ
ル
・ル

-Y
フ

?
卜
と
は
三つ

一

御

所

人

形

の

一
陳
列
は
こ
の
悪
し
い
御
所
人
形

一帯
の
皇
大
和
文
慈
雲
芸
員

一一
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
少
な
い
一
い
警
告
凹
で
あ
る
。
吉
裂
で
は
こ
た
。
三
十
年
の
交
友
の
ゆ

え

と

は

る

。

も

の

が

あ

D
を
こ
の
息
域
内
は
一
に
思
い
ま
し
た
。

一の
丘
と
い
う
震
の

tで
、
と
ζ
に

一

一

塁

と

す

る

が

、
監

央

形

、

喜

一

機

関

震

一
震

は
い
ず
れ
も
空
襲
富
士
笠
一
号
す
る
暴
発
達
し
、
ご
一
い
え
、
そ
の
室
の
雪
乙
と
、

ま

き

の

量

富

里

ヨ

ル

ダ

ン

に

で

壁

一

事

イ

ス

一

死
事
告
イ
エ
さ
と
い
う

一は
大
金
箇
の
テ
ル
が
あ
D、
も

っ

と

一

特

別

陳

列

一

人
著
若
干
加
ぞ
い
る
。
こ
の
内
一
塁
話
義
援
議
言

一い
か
れ
て
い
る
。
乙
れ
に
続
い
て
知
一
層
雪
芸
大
目
、
木
の
葉
文
の
あ

二

も
って
範
と
す
る
に
足
る
。

D
う
ま
い
と
い
わ
れ
、
知
人
妻
-
フ
エ
ル
に
属
す
る
と
い
各
警
、
随
一
票
雪
ま
す
が
、
と
と
暴
露
す
天
き
な
も
の
議
室
二
十
紅
多
喜
一

一一一月一日
|
=一月
末
日
一

彦
人
形
、
百
人
一
衆
底
堅
し
一

山

下

憲

一近
郊
の
重
下
に
第
二
の
宮
家
設
け
る
木
葉
天
白
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一

-一

杉

震

、

議

育
ち
の
事

い
の
で
、
今
所
に
バ
ク
ケ
1
Fが
き
ず
か
れ
、
夜
七

一

時
代
初
頭
の
古
い
露
が
雪
、
し
一b
、
む
れ
わ
れ
の
調
査
し
て
い
る
の
竺

弥
生
の
声
高
く
と
、
な
ん
と
な
く
人
一
て
名
の
き
清
水
趨
慶
喜
保
二
年

一

学
術
研
究
講
座

一計

四

持

続

訪

問

か

り

一

諮

問

抗

日

訪

れ

堅

一一

起

が

杉

村

勇

造

氏

斡

月

刊

誌

諸

問

諸

問

一

げ

れ

れ

均

一

見

詰

一時

日

目

勝

M
M
U
M
Mり
一鰐

前

向

訪

れ

抗

日

吋

一

時

れ

問

問

問

特

許

純

一
日
時

一
一
斉
青
島
雪
一
十
分

ヨ
一
ま
ざ
ま
の
閲
片
(
穂
ひ
び
)
の
あ
る
、
一
各
地
で
さ
か
ん
い札
幌
か
れ
て
い
る
よ
う
一

一
は
、
甲
乙
丙
よ
tJ多
@
か
ら
だ
と
ビ
と
な
る
っ
。
そ
れ
だ
け
に
狭
い
は
、
人
一
人
通
ら
ぬ
売
の
町
、
無
気
味
一
漢
横
断
の
途
中
、
む
れ
わ
れ
は
旧
石

一ま
る
発
担
も
表
土
か
ら
す
ぐ
沼
世
帯
に
ぶ

一知
れ
な
い
が
、
人
形
の
も
つ
な
ご
や
か

一

っ
た
優
品
で
、
刀
も
す
る
ど
く
、
彩

一
喝
所

当
館
事
務
所
抽
瞬
時
判
室

引一
筋
書
の
裂
を
き
わ
め
て
厚
く
か
げ
一
で
、
と
く
に
修
武
銭
高
翼
系
暴

二一

ヨ
称
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
謙
日
本
装
い
足
を
い
ら
ど
な
静
寂
な
町
と
佑
し
て
ゆ
き
ま
す
。

一
露
代
の
謀
議
カ
家
発
見
し

一つ
か
る
と
い
う
次
第
で
、
す
で
に
ワ
ル

一さ
が
替
の
の
ど
か
さ
と
相
通
う
た
め
で
一
色
も
を
あ
っ
さ
D
と
し
て
、
型
に

一
喜
飛
鳥
寺
の
発
審
査

周一
芸
禁
容
量
。
東
京
国
立
喜
一
で
零
れ
た
河
商
大
向
が
著
名
で
あ
る
こ

滋
の
害
、
事
室
居
手
場
館
、
主
露
長
室
く
ら

ζ

の
ア
ラ
ブ

ιユ
ダ
ヤ
の
血
み
ど
ろ
一
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
か
つ
て
は
湖
一
夕
、
ワ
パ
1
F羽
左
翼
義
社
一
で
も
あ
ろ
う
。
京
都
民
古
く
か
ら
嵯
一
は
ま
っ
た
人
形
と
舗
の
鐙
ぎ
が
あ
一
辺
フ
l
・
ス
ラ
イ
ド
需

3
一号
六
花
形
鉱
は
そ
の
量
的
な
遺
品
一
が
、
要
代
の
そ
れ
は
あ
苦
よ
く
わ

一一一

る

宮

、

妻

、

宇

部

し

て

い

る

に

れ

て

足

。

の

読

書

、
軍
手
つ
づ
け
ら
れ
て
一
律
で
あ
っ
た
事
、
あ
る
い
は
選

一な
ど
を
認
宍
さ
ら
に
次
の
シ
ー
ズ
ン
一
隙
人
形
、
加
茂
人
形
、
伏
見
人
形
な
ど
一

D
、
風
俗
資
格
の
奪
と
し

て

も

珍

一

童

文

語

研

薬

品

年一
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
一
か
っ
て
い

な

い

。

こ

ち

が

い

な

い

。

と

の

四

月

古

約

五

品

、

来

だ

も

の

で

あ

P
ま
し
ょ
う
が
、
ィェ

一

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
所
で
あ
っ

一に
袋
〈
響
進
ん
で
、
さ
ら
に
古
い
一
と
い
ろ
い
ろ
な
人
形
の
製
作
が
盛
ん
で
一
室
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
一
杉
山
雪
一

2
一
こ
う
し
た
喜
製
作
技
法
案
展

一

元
代
(
一

一
一
主
ー
=
一ヱ
ハ
七
)
二

最
司
法
積
雪
議

b
e
E撃
院
の
招
請
に
よ
り
、
考

ル

サ

レ

ム
は
、
語
、
霊
安
ず
み

一
て
、
人
類
の
告
が
自
然
、
と
く
に

一文
留
の
警
に
向
っ
て
守
つ
も
と
あ
っ
た
。
御
所
人
形
は
そ
の
申
の

一
つ
一

友
の
会
二
一月

例

会

一

古
美
術
映
画
鑑
賞
会

3
一
は
、

警
の
流
れ
を
く
ん
で
一
同
じ
く

一
宮
国
陶
磁
の
一
大

B
で
あ

こ

に
、
査
八
年
中
国
営
裂
の
た
事
視
察
団
の
一
望
し
て
警
ず
し
い
緑
、
語
、
シ
ク
ラ
メ
ン
喜

一

Zい
震
に
あ
る
ζ

と
を
感
一
で
あ
D
ま
す
。
し
か
し
、
は
じ
め
て
の

一で
雪
、

ま
た
、
も
っ
と
も
代
表
的
な

一読
に
ゆ
か
り
の
宗
主
勝
の
地
一
日
時

三
塁
干
目
(
土
)

府一

新
江
草
案
一
帯
に
起
っ
た
葉

一
ゐ
。
元
代
以
降
、

申
閣

僚
の主
流
二
-
め
に
妻
、
舎

d

芝
生
京
大
学
す
る
と
い
う
。

酒

る

、
襲
警
の
町
で
、
暴
露
み

一
じ
、
ィ
エ
ル
サ
レ
ム
に
も
Y
ロ
モ
ン

一撃
を
と
と
て
案
外
ず
ら
す
り
速
三
も
の
で
あ
る
。

一震
の
大
虚
山
光
警
に
お
い
て
、
陽
一

午
後
二
時
よ
り

昭一

窯
に
み
ご
と
に
定
着
す
る
。
宗
国

一

築
付
・
霊
・
霧
な
ど
の
譲

二

護

震

に

、

車

警
-害
国
義
が
す
き
ま
豊
か
な
東
方
の
広
い
沙
慢
の
人
た
ち
に
一
ア
ー
ル
を
は
じ
め
各
所
に
警
な
泉
一ζ
と
も
ゑ
ば
、
雲
ぬ
警
に
ぶ
つ

一こ
の
人
形
議
長
は
、
ぽ
っ
ち
ゃ
D
と
一番
=
肩
の
窓
会
例
会
主
江
の
と
き

一

理

事
力
会
館

一

で
古
来
砧
吾
妻
)
手
と
よ
ん
で
一
に
よ
る
撃
な
文
級
品
む
た
や
さ
二
富
士
存
議
室
長
宅
昭
ら
、
調
査
固
定
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
型
地
に
ふ
さ
む
し
一
番
き
宅
、
き
い
認
で
飾
っ

一か
つ
て
閉
口
す
る
こ
と
も
た
び
喜
三

し
た
肉
づ
き
、
吉
蔵
、
小
さ
な
手

一催す。

一
上
映

上
代
の
彫
刻
、
平
安
美

一

裏
の
最
高
の
も
の
と
し
て
い
る
豆
も
の
で
占
め
ら
れ
、
棄
の
よ
り
ら

二

知

一年
北
京
事
議
室
警
固
め
実
丈
夫
で

い

地

と

雪

り

れ

ま

す

。

と

く

に

わ

れ

一

義

喜

車

会

頭

上

装

警

一あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
体
害
賠
っ

一語
大
き
な
頭
、
ち

ん

ま

と

し

音

一

記

一
一映画

術
、
鎌
倉
美
術
、
苦

笑

一
霊
泉
符
の
作
品
展
、
官
黙
の
作
一
か
と
い
え
ば
誌
な
色
協
の
、
憲
一

一一

塁

k
b図
震
設
立
に
従
き
っ
。
(
本
館

む
れ
は
シ
P
ア
一
譲
歩
l
プ
で
と
ほ

一
の
せ
て
逮
議
長
を
し
ば
し

gQ一てお
D
ま
す
。
五
だ
ち
と
い
う
幼
虫
姿
そ
の
ま
ま
を
一

日
時

=
肩
十
六
日
(

土

)

午

後

一

術

、
桃
山
美
術
、
江
戸
美

一
語
ら
な
い
す
ぐ
れ
た
も
の
が
少
な

一

室
き
が
き
わ
立
っ
た
震
は
全

二

事
、
八
年
量
産
雲
義
主
毒
室
長
)

し

、
と
き
に
は
署

員

三

れ

、
こ
一
乙
と
が
で
き
ま
す
・

一
む
窓
会
空
て
い
る
人
雲
、
司
か
た
ど
っ
て
い
る
所
に
あ
る
。
古
く
は

一時

よ

り

術

、
美
の
殿
堂
|
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